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「応援します！！ あなたの農業」

福島県農業振興公社だより

「ふくしま農業人フェア」が開催されました
～福島県全域の就農イベント～

11月15日（日）に福島県主催の就農相談イ
ベント「ふくしま農業人フェア」が、郡山市
のビックパレットふくしまにて開催されまし
た。
ふくしま農業人フェアは、これからの福島

県農業を支える多様な担い手を確保すること
を目的に令和元年から開催されているイベン
トで、県内の市町村や農業法人、農業関係団
体など合計40団体が相談ブースを出展し、就
農支援制度や雇用情報等の新規就農に関する
様々な相談に対応した就農相談イベントです。
今年は新型コロナウイルス感染防止に配慮

する中での開催となりましたが、全体で293
名の方々が来場され、公社就農支援センター
の相談ブースにも33名の方からのご相談をい
ただきました。

相談の内容としては「農業に興味はあるが、
何から始めればいいか分からない」といった
ものから、「企業の農業参入はどこに相談す
ればいいか」、「農福連携で雇用してもらえ
る所はないか」など、幅広い内容の相談をい
ただきました。
いただいた相談につきましては、各関係機

関との連携を図りつつ、皆様の就農へ向けた
取り組みをサポートしてまいります。

就農支援センターとしましては、今後も
様々な就農相談イベントに積極的に参加し、
将来の本県農業を担う皆様のお力となれるよ
う努力していきたいと考えております。
また、就農に関する相談は随時お受けして

おりますので、農業に興味のある方はお気軽
に就農支援センターまでご相談ください。

就農支援センターのブースの様子
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集積推進課

農地中間管理事業の重点推進期間について

県と公社では共同で11月から翌年１月を
「農地中間管理事業の重点推進期間」として
農地バンク事業の推進を図っております。

11月30日には「令和２年度農地中間管理事
業推進研修会及び人・農地プラン推進セミ
ナー」を開催し、その中で元（公財）愛知県
農業振興基金理事長に講演をいただき、事業
の推進を図りました。

また、11月30日時点の農地中間管理事業活
用状況は、前年同時期対比で借入面積が
129％、転貸面積が108％となっております。
今後とも重点推進期間を通して一層の活用の
推進を行ってまいります。

福島復興再生特別措置法の改正について

復興・創生期間後（令和３年度以降）の復
興を支える仕組みとして、被災12市町村の営
農再開の加速化を図るため、令和２年６月12
日福島復興再生特別措置法が一部改正されま
した。
農地中間管理事業に関係する改正内容とし

ては、農用地利用集積計画が県も作成可能と
なりました。

新たな仕組みは令和３年４月１日より施行
されます。対象範囲は南相馬市の一部、飯舘
村、浪江町、葛尾村、富岡町、大熊町、双葉
町、楢葉町、川内村、広野町、川俣町の一部、
田村市の一部の12市町村となっています。公
社としても、今後はこれらの地域において加
速度的な営農再開を支援していく予定です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（単位：ha）

令和２年度 令和元年度 対比

借入 1,313 1 ,019 129%

転貸 1 ,881 1 ,734 108%

農地中間管理事業の推進状況



就農支援センター

若手農業者のお悩み解決！
～スキルアップセミナーを開催～

10月29日（木）、午後７時30分から２時間、
「令和２年度青年農業者等スキルアップセミ
ナー」をオンライン形式で開催しました。

今回のセミナーは「農業お悩み解決セミ
ナー～今日から始める経営改善～」と題して、
若手農業者の皆さんが日頃抱えている農業経
営の課題解決を図りました。

講師に「東大卒、農家の右腕になる」の著
者、佐川友彦氏をお招きし、これまでの経営
改善の取組や成果を紹介いただくとともに、
農業者であれば誰でも経験する課題をどう解
決してきたのかを、わかりやすく解説してい
ただきました。

また、セミナーでは課題解決のワーク
ショップや経営相談タイムを設け、すぐ実践
できる課題解決の手法を学び、明日からの経
営に役立つヒントが充実した内容となりまし
た。

参加者からは「自分の課題解決のスタート
地点が見えた」、「同じように福島で農業し
ている方と交流できて励みになった」などと
いった声が聞かれました。

当センターでは、今後も若手農業者の皆さ
んの農業経営に役立つセミナーを企画してい
きたいと考えております。「こういうセミ
ナーに参加したい！」などのご意見がござい
ましたら、ぜひ当センターまでご連絡くださ
い。

地域マネージャー便り

令和２年４月から農地中間管理機構地域マ
ネジャーとして、下郷町、只見町、南会津町
を担当しております。推進拠点として南会津
農林事務所に駐在し、農林事務所、町、農業
委員会、土地改良区、JAと連携して、推進業
務に取り組んでおります。
当管内の主な農産物は水稲、トマト、アス

パラガス、リンドウ、カスミソウであります
が、中でも「南郷トマト」は南会津ブランド
の筆頭であり、その美味しさは全国の市場で
高く評価されています。
当管内における令和２年度農地中間管理事

業の重点地区は９地区あり、その内４地区が
機構関連農地整備事業の採択申請を予定して
います。事業の伸長に向け、担い手の育成・
農用地の集団化率の向上は喫緊の課題であり
ます。地域の農業をより良くするために、関
係機関と連携して農地の出し手、受け手、そ
れぞれの悩みの解決に取り組んでまいりたい
と考えております。
今後ともご指導を宜しくお願い致します。

地域マネージャー 渡部
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福島県農地中間管理機構
南会津推進拠点



農業者の声

「目指すは千年農業」

会津平野のこの恵まれた大地で、途切れるこ
となく農業をつないでいく。この思いで３戸の農
家（専業）を統合して、今年３月に(株)ミフシ
ファームを設立しました。
１＋１＋１が３ではなく、４にも５にもなると

いうのが私達の目論見ですが、現実はなかなか厳
しいということも初年度から感じています。当社
のメンバー構成は、役員３名（60代）、社員３名
（30～40代）、パート従業員５名の計11名です。
社員３名は役員の子であり、パート従業員５名中
３名は役員の妻ですから「身内による会社」との
色合いは拭えません。
私達役員３名は大字三伏地区の同級生で、就農

して40有余年ともに専業農家として励んできまし
た。22年前には水稲部門を共同化し任意組合をつ
くり規模拡大を図ってきました。同時に一人はメ
ロンを、一人はリンゴを、また一人は花卉栽培と
複合経営に取り組んできました。甲斐あって、昨
年まで耕作面積も50haを超え、それぞれが順調に
所得を伸ばしてきたようです。
しかし一方で、これまでの家族による個別経営

のままでは、いろんな意味で限界を迎えているこ
とを感じていました。そろそろ無理のきかない年
齢にもなってきたことや、何より病気や怪我人が
でた時の補完機能のない経営に不安を感じていま
したし、地元からの耕作依頼にも応える余力がな
くなっていることにも多少なりとも心を痛めてい
ました。

「何とかしたい」。そしてこれからも長く継続
できる経営としたいとの思いで、足掛３年の話し
合いを経て会社設立を決意しました。
まだ設立初年度で会社経営者としては全くの一

年生で、財務管理や労務管理などは１からのス
タートを余儀なくされていますし、11名の社員・
従業員を無駄なく、無理なく、効率的に業務分担
をする難しさに頭を痛めることもしばしばです。
当社の特徴は、米、メロン（夏・秋どり）、花

卉（通年出荷）の３本柱と販売チャンネルの多様
化でリスク分散を図っていることです。お陰で完
全なオフシーズンこそありませんが、冬期間はま
だ全員の給料を賄う程の収益はなく、パート従業
員には休んでもらっています。

いつの日にか、地域から依頼されれば自信を
持って引き受けられる体制を整えるとともに、地
域の余った労働力も積極的に活用できるような会
社にしたいとの夢を見ながら、今奮闘し始めたと
ころです。

編集後記
歌は世につれ世は歌につれ。時代は歌を求め、

歌が時代をつくるという。
歌といえば、その作る歌で昭和を励まし続け

た福島出身の作曲家、古関裕而を主人公にした
朝の連続ドラマが最終回を迎えた。

作曲数約5,000。彼が生きた昭和という時代
を思えば、時代が彼の歌を求めたのだろう。

彼の功績の中に、自分の母校の校歌があるの
を見つけた。思い出すのに少し時間がかかった
が、十数年ぶりに口ずさんでみる。

きっと誰しもがそうだったであろう、何かに
熱中した青春時代が浮かんでくる。顔が赤くな

る思い出も少々。
歌い終わると、少し気分が晴れやかになるの

を感じる。やはり歌はいい。なるほど、歌は世
につれ世は歌につれ。

私に歌を作ることはできないけれど、鼻歌で
も口ずさみながら、令和の時代を歩んでいきた
い。 （渡邉 純平）

あて先 〒960-8681
福島市中町８番２号 福島県自治会館８階
公益財団法人福島県農業振興公社 総務企画課
ＴＥＬ 024(521)9834 ＦＡＸ 024(521)8277
ＵＲＬ http://www.fnk.or.jp
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会津若松市 株式会社ミフシファーム 

代表取締役 坂内
ばんない

 和彦
かずひこ

（67 歳） 
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